
本土児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児クラブ 乳幼児 1358 乳幼児 1101

小学生 3 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 1353 大人 994

自由参加型事業 乳幼児 194 乳幼児 281

小学生 3 小学生 14

中高生 0 中高生 0

大人 200 大人 207

母親クラブの育成と支援 乳幼児 110 乳幼児 23

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 181 大人 26

乳幼児 1662 乳幼児 1405

小学生 6 小学生 14

中高生 0 中高生 0

大人 1734 大人 1227

小計 143 139

・２６年度要望があった園児親子向けの行事
を２７年度新規に立ち上げた結果、参加人数
が増加した。特に「園児親子クッキング」はたく
さんの園児親子が幼稚園帰りに参加して定員
いっぱいになり、２８年度も継続して行なうこと
にした。２８年度は要望があった運動遊びも取
り入れていく予定。

・おはなしタイム
・たまぴよサロン
・わんぱくっこ・幼児水遊び
・園児親子対象クッキング
・園児親子対象作ってあそぼう
・おもちゃであそぼう

③

随時 18 5

・２６年度に活動中止となった「母親クラブ」の
設立を目指し、２７年度は「リラックスまま」とし
て活動を行なった。母親クラブの内容など説明
をしPRに努めたが、興味は示すものの立ち上
げには至らなかった。２８年度は引き続き母親
クラブ設立を目指していく。

・リラックスまま

12

86 96

・乳幼児クラブでは多くの乳幼児親子の参加
があり、親子でふれあいを楽しむことができ
た。２７年度もぴよぴよクラブは大勢の参加
だったので安全を考慮し２部制にして実施し
た。
・駐車場がなくなり、乳幼児親子に迷惑をかけ
ることになったが、近隣の駐車場を確保できた
ことにより、その問題が少し緩和された。

・すくすくぽん
・ぴよぴよクラブ
・キンダークラブ
・ちびっこクラブ
・英語であそぼう
・親子deリトミック

②

随時 39 38

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢ご
との集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

13

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい
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本土児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

小学生クラブ 乳幼児 18 乳幼児 12

小学生 1017 小学生 1194

中高生 0 中高生 0

大人 55 大人 54

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 14 乳幼児 35

小学生 375 小学生 314

中高生 4 中高生 3

大人 11 大人 26

季節事業 乳幼児 1 乳幼児 1

小学生 56 小学生 69

中高生 0 中高生 0

大人 7 大人 9

乳幼児 33 乳幼児 48

小学生 1448 小学生 1577

中高生 4 中高生 3

大人 73 大人 89

小計 142 134

・小学生クッキングは、たくさんの子が参加し
料理を楽しんだ。特にクリスマスのクッキング
やハロウィンのクッキングなどに多くの参加者
があった。２８年度は食育を意識したクッキン
グを実施したい。

・みんなで遊ぼう・新１年生集まれ
・小学生クッキング・科学工作
・ぞうきんを作ろう・作って遊ぼう
・母の日・父の日プレゼント作り

③

随時 7 7

・ディキャンプは毎年すぐに定員になる行事で
ある。今年は中学生ボランティアや、主任児童
委員がお手伝いしてくれたので例年より大勢
の子を受け入れることができた。低学年が多
かったが、中学生ボランティアの協力で包丁も
上手に使うことができた。
・季節行事も大勢の子が参加して楽しむことが
できた。

・サマースクール　・ディキャンプ
・クリスマス会　・豆まき
・夏のチャレンジ工作
・夏休み科学工作

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

12 12

83 86

・チャレンジきっずは大勢の小学生の参加が
あった。遠足に行ったり、お茶会体験をする等
参加した子ども達からは「また申込みたい」と
いう声が多く聞かれ、ニーズもあるため２８年
度はもう１クラス増設し行なうことにした。
・宮太鼓クラブは地域のお祭りにも積極的に
参加し、地域の方々にも活動を知っていただ
けるよう努めた。近頃、「太鼓頑張ってたね」な
ど声をかけてもらえることも少しずつ増えてき
たので、２８年度も地域でPRできるよう心がけ
て行きたい。

・一輪車クラブ
・リトルサポーター
・チャレンジきっず
・宮太鼓クラブ

②

随時 52 41
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本土児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

多世代間交流 乳幼児 318 乳幼児 365

小学生 408 小学生 513

中高生 14 中高生 18

大人 571 大人 523

乳幼児 318 乳幼児 365

小学生 408 小学生 513

中高生 14 中高生 18

大人 571 大人 523

一般対象 乳幼児 35 乳幼児 73

小学生 289 小学生 233

中高生 1 中高生 1

大人 52 大人 77

乳幼児 35 乳幼児 73

小学生 289 小学生 233

中高生 1 中高生 1

大人 52 大人 77

子どもボランティア 乳幼児 0 乳幼児 4

小学生 98 小学生 62

中高生 0 中高生 3

大人 0 大人 2

乳幼児 0 乳幼児 4

小学生 98 小学生 62

中高生 0 中高生 3

大人 0 大人 2

小計 32 19

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実

施 1

①

随時

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア活
動の場を設定し、地域の
子どもたちが、それぞれの
地域で活動できるよう人材
育成を進める。

12 11 32

小計 72 63

19

・児童館の掃除や壁面の飾りつけ、夏のプー
ルの後片付けなどの身近なボランティア活動
を行なった。
・年度末の大掃除では、雑巾を持参して参加
した子もいた。
・身近なボランティアから少しずつ地域で活動
できるよう人材育成に努めていく。

・館内の清掃、図書の整理など日常
でのボランティア活動の推進
・共同募金活動

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）

を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

随時

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参加
者を限定しない、日頃、誰
でもが参加できる遊びや
行事を実施し、初めての
人の来館・参加を促すとと
もに、参加者相互の交流
を深める。

11 13 72

小計 13 13

63

・七夕やクリスマス、お正月など季節行事を多
く取り入れた。季節を感じながら親子、友達と
一緒に参加でき、交流を深めることができた。
・きりえはカッターを使うのが初めてという子も
職員指導の下、きりえを仕上げることが出来る
など楽しみに来てくれる子が増加した。お母さ
ん方にも大変喜ばれた。

・きりえ・作ってあそぼう
・七夕飾り作り・サンタをさがせ
・お正月あそび

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

随時

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

12 12 13 13

・児童館まつりは、まちづくり市民会議と連携し
て行なった。一輪車クラブの発表、リトルサ
ポーターの遊びのコーナーの提供を行ない、
子ども達が祭りを盛り上げた。
・ふるさと夏まつりや餅つき大会など地域のお
祭りにも積極的に参加し交流を深め、子ども
達が地域の一員としての役割を認識できる場
となった。
・シニアサロン、ひとみ会の方々との交流会を
行い、地域の多世代交流にも努めた。

・ふるさと夏まつり・リトルまつり
・ふれあい餅つき大会・しめ縄作り
・子どもアート広場・花もち作り
・敬老の日のプレゼント作り
・ふれあいフェスティバル＆児童館
まつり
・ふれあい交流会（シニアサロン・
ひとみ会・本土神社例大祭

3



本土児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

ボランティアの育成 乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 3

中高生 10 中高生 20

大人 1 大人 0

次世代育成 乳幼児 19 乳幼児 12

小学生 14 小学生 7

中高生 18 中高生 20

大人 23 大人 12

乳幼児 19 乳幼児 12

小学生 14 小学生 10

中高生 28 中高生 40

大人 24 大人 12

相談 乳幼児 23 乳幼児 18

小学生 1 小学生 2

中高生 0 中高生 0

大人 26 大人 19

乳幼児 23 乳幼児 18

小学生 1 小学生 2

中高生 0 中高生 0

大人 26 大人 19

小計 17 15

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

1

①

随時

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や関係
機関への相談窓口として相
談を受ける。インターネットに
よる相談受付や専門員によ
る相談の場を設定する。母子
保健推進員・主任児童委員・
保健センター・子育て支援セ
ンターとの連携を図る。

13 12 17

小計 7 14

15

・乳幼児クラブに参加している方々の相談が
ほとんどであった。
・その他では、中学生の孫の相談があり、１週
間ほど学校にいっていないという相談を受け
たが、後日「行くようになりました。」との報告を
受けた。また、小学生になる子が友達と上手く
遊べないという相談に対して、児童館に遊び
にきたらどうかとお誘いした。

・子育てに関する相談の随時受け付
け
・小中学生の相談の随時受付
・乳幼児クラブでの相談員による年
齢に応じた相談日の設定

・多くの行事に積極的に中学生ボランティアが
参加した。特に乳幼児プールでは乳幼児との
ふれあいを持つことにより、子どもについて深
く関心を持てる機会となった。また、ふるさと夏
まつりでは小学生や家族連れなどたくさんの
地域の方々と接する機会を持て、地域の一員
であると改めて認識できる機会となった。

・行事のボランティア

③

随時 3 3

・２７年度も引き続き多治見北高校との交流会
を行なった。子ども達の中には高校生が来る
のを心待ちにしている子もいた。食育について
の手作りカルタで小学生とクイズ大会等を行っ
た。高校生と小学生がふれあう場となった。

・お兄さん、お姉さんと遊ぼう
・赤ちゃんと遊ぼう

中
高
生
事
業

1

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげていく
ため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

11 12

②

随時 4 11
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本土児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価
目標・ねらい

地域交流 乳幼児 58 乳幼児 108

小学生 7 小学生 16

中高生 0 中高生 0

大人 65 大人 98

児童館相互の交流 乳幼児 136 乳幼児 188

小学生 357 小学生 380

中高生 1 中高生 0

大人 281 大人 320

イクメン支援事業 乳幼児 12 乳幼児 43

小学生 31 小学生 32

中高生 2 中高生 2

大人 32 大人 67

乳幼児 206 乳幼児 339

小学生 395 小学生 428

中高生 3 中高生 2

大人 378 大人 485

自主事業 乳幼児 162 乳幼児 23

小学生 68 小学生 88

中高生 2 中高生 0

大人 174 大人 49

乳幼児 162 乳幼児 23

小学生 68 小学生 88

中高生 2 中高生 0

大人 174 大人 49

・障がい者センターの協力で２７年度も夏休み
に福祉体験（点字体験）を行った。子どもは点
字が身近にあることを実感し、クイズなどを通
し、関心を持つことができた。

・合同福祉体験
・マジックショー

小計 4 3

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く

だ
さ
い

）

2

①

随時 13 12 4

小計 39 44

3

・社会福祉協議会の児童館が連携をし、子ど
もたちの交流を図った。普段、他の児童館の
子ども達との交流を図る機会が少ないため、
交流できることは刺激となった。

・体力チャレンジ番付
・一輪車交流会
・子どもスタッフまつり
・たのしいクリスマス会
・お話おばさん講演会

③

年２回程度 2 3

・「がさがさ探険隊」は中止となり、雨天時は親
子触れ合い体験ができるよう設定し、水の生
き物とのふれあいを楽しんだ。亀や鰻などの
生き物を持参してもらい、お父さんと一緒に楽
しむことができた。
・新規事業として「合同フットサル」を行なった。
家族で参加する親子が多く、和気あいあいの
雰囲気の中でプレーすることが出来た。

・合同イクメン支援事業
　「ディキャンプ」
　「フットサル」
・親子ふれあい体験
（晴天の場合はがさがさ探険
隊）

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

①

随時

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

13 14

5 11

・２７年度も引き続き西坂町第３集会所での移
動児童館を行った。乳幼児対象の親子広場へ
の参加回数も増やした他、新規に小学生向け
に夕方の時間帯に移動児童館を行った。どち
らも最初は少ない人数だったが、次第に参加
人数も増えて、賑やかなサロンとなった。児童
館のPRにも努めた。

・移動児童館＆親子広場
・移動児童館in西坂

②

随時 32 30

5


